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　僕の小さい頃から親し
みのある丸亀城。この風
景はこの道を通る時、車
窓から見えるものです。
橋の欄干が、うちわのデ
ザインになっていて面白
いと思いました。また、灯
籠は干支のデザインにな
っていて興味深いです。
丸亀の風景や特産物をこ
れからも大切にしていこ
うと思います。

私の丸亀
思い出の風景 ●44

飯山町 中学2年
臼井　玲央さん

夕焼けの橋

人権週間に学ぶ スポーツと人権
合併10周年 市政発展の功労者
保育施設 新年度入所案内
年末年始の業務案内

え と

平成27年
（2015）



優秀賞

優秀賞

優秀賞

会長賞

【入賞作品】
◉丸亀市人権・同和教育研究協議会会長賞
　「笑顔を生み出すのは笑顔」

●優秀賞
　「青　春」
　「仲良くしてね」
　「３姉妹」

●入　選（お名前のみ紹介）
　「自慢のポーズ」
　「空中バスケの二人」
　「もしもし…ハイ、ハイ」
　「声よ届け」
　「パパとなら大丈夫」

ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い

丸
吉　

亀
子
ち
ゃ
ん
、
中
学
３
年
生
や

か
ら
忙
し
い
や
ろ
。

亀
子　

う
ん
。
受
験
生
や
か
ら
ね
。
で

も
、
た
ま
に
バ
ス
ケ
部
の
後
輩
と
体
を

動
か
す
と
楽
し
い
よ
。

　

と
こ
ろ
で
、
バ
ス
ケ
部
の
生
徒
が
自

殺
し
た
っ
て
聞
い
た
ん
だ
け
ど
。

ス
ポ
ー
ツ
と
体
罰
問
題

丸
吉　

３
年
前
、
大
阪
の
男
子
高
校
生

が
体
罰
を
苦
に
自
殺
し
た
ん
や
。
顧
問

の
先
生
に
平
手
打
ち
さ
れ
、
大
勢
の
前

で
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
そ
う
や
。
体
罰
は

学
校
教
育
法
で
禁
止
さ
れ
と
ん
や
け

ど
、
運
動
部
な
ど
で
は「
指
導
」と
称
し

て
、
県
内
で
も
行
わ
れ
と
る
ら
し
い
。

亀
子　

禁
止
さ
れ
と
る
の
に
ど
う
し
て
。

丸
吉　

い
ろ
ん
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る

け
ど
「
勝
利
至
上
主
義
」
や
。
と
に
か

く
勝
て
ば
え
え
と
い
う
考
え
方
。

亀
子　

そ
り
ゃ
あ
、
私
も
勝
ち
た
い
け

ど
、
ル
ー
ル
を
破
っ
て
ま
で
は
ダ
メ
で

し
ょ
う
。

丸
吉　

そ
う
や
な
。
そ
れ
に
、
体
罰
を

受
け
た
人
が
体
罰
を
す
る
「
暴
力
の
連

鎖
」
が
起
き
る
と
言
わ
れ
と
る
。

亀
子　

「
厳
し
く
し
て
く
れ
た
か
ら
勝

っ
た
」
と
、

体
罰
を
認
め

る
保
護
者
も

い
る
み
た
い

ね
。

丸
吉　

そ
う

な
ん
や
。
体

罰
で
勝
て
る

な
ら
誰
で
も

勝
て
る
わ
な
。

亀
子　

日
本

体
育
協
会
の

「
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
日
本
」
に
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
は
、
自
発
的
な
運
動
の
楽
し
み

を
基
調
と
す
る
人
類
共
通
の
文
化
」
と

あ
っ
て
、
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
よ

ね
。

丸
吉　

そ
の
と
お
り
。
よ
う
知
っ
と
る

な
。

サ
ッ
カ
ー
と
人
権

亀
子　

Ｊ
リ
ー
グ
で
「
無
観
客
試
合
」

が
あ
っ
た
ら
し
い
け
ど…

…

。
な
ん
で

そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
。

丸
吉　

去
年
３
月
に
あ
る
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」
（
日
本
人
だ
け
）
と
書
い

た
横
断
幕
を
ス
タ
ジ
ア
ム
入
り
口
に
掲

げ
、
試
合
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
、
国

家
、
個
人
又
は
集
団
に
対
す
る
差
別
を

禁
じ
て
い
る
Ｊ
リ
ー
グ
規
約
に
触
れ
、

そ
の
チ
ー
ム
に
無
観
客
試
合
を
課
す
る

な
ど
の
処
分
が
行
わ
れ
た
ん
や
。

亀
子　

そ
う
な
ん
や
。

ス
ポ
ー
ツ
と
人
権

丸
吉　

サ
ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

よ
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
で
は
、
１
９
７
８
年
に

「
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
国
際
憲

章
」
を
採
択
し
て
、
「
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
実
践
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
基

本
的
権
利
で
あ
る
」
と
宣
言
し
と
ん

や
。
そ
の
根
拠
は
「
世
界
人
権
宣
言
」

じ
ゃ
よ
。
人
権
の
国
際
水
準
を
定
め
た

も
の
で
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
採
択

さ
れ
た
ん
だ
。
そ
れ
を
記
念
し
た
の
が

「
人
権
週
間
」
な
ん
よ
。

亀
子　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も
、
「
人

権
」
が
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
っ
た
わ
。
丸
吉
さ
ん
お
話

ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
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人権課 p24-8811

亀子

人権対談

丸吉

ス
ポ
ー
ツ
と
人
権

人
権
週
間
に
学
ぶ

「じんけんフォトコンテスト」
入賞作品決定

応募点数111点 ありがとうございました

　

12
月
４
日
か
ら
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
と
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
丸
吉
さ
ん
と
亀
子
ち
ゃ
ん
の
人
権
ト
ー
ク
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

12月4日㈮
～10日㈭

パラリンピック
　オリンピック終了後に開催都市で並行
（パラレル）して行われる国際的な障がい
者スポーツ大会。夏季大会と冬季大会が
ある。

オリンピックと人権
　１９６８年メキシコオリンピック、陸上男
子200メートルの表彰式。黒人選手２人
が黒い革手袋をはめた拳を突き上げ、人
種差別に抗議した。アメリカの金メダリス
ト・スミスと銅メダリスト・カルロスだった。
オーストラリアの銀メダリスト・ノーマン
（白人）は「人権」バッジを着用して母国政
府の白豪主義（非白人差別）に抗議した。

●日　時　12月17日㈭、18日㈮ 午後１時半～３時半
●場　所　ひまわりセンター4階研修会議室
●定　員　各４０人（申込先着順）
●申　込　12月14日㈪までに人権課内丸同教事務局
　　　　　p24－8811
●入場料　無料
■内　容　高齢者の日常を疑似体験して、不自由さ
　　　　　などを理解しましょう。

コーヒーブレイク

　「えがお」をテーマに募集した「じんけんフォトコンテス
ト」。ご応募をいただいた、111作品の中から、入賞作品が
決定しました。ご紹介します。

髙木　京介さん（川 西 町）

丸岡日明登さん（綾 歌 町）
萩内　　勲さん（飯 山 町）
岡本　直樹さん（津 森 町）

三ツ石不二夫さん（飯 山 町）
川本　忠秋さん（市内勤務）
香川　忠史さん（飯 山 町）
小林　綾花さん（市内通学）
吉田　　太さん（綾 歌 町）

日時　平成28年1月16日㈯ 午後1時40分～2時
場所　アイレックス大ホール

●12月3日㈭まで 午前8時半～午後5時
　市役所ロビー
●12月4日㈮～10日㈭ 午前8時半～午後5時
　平山保育所
●12月11日㈮～18日㈮午前8時半～午後5時
　飯山市民総合センター
●平成28年1月16日㈯ 午後1時～4時
　アイレックス

来年度も募集を予定しています。
ご応募お待ちしています。

表彰式

展　示

人権交流研修会  高齢者擬似体験
●12月4日㈮～14日㈪ 午前8時半～午後5時
　市役所ロビー
　綾歌市民総合センター
　飯山市民総合センター

●平成28年1月16日㈯ 
　午後1時～4時
　アイレックス

小・中学生  人権ポスター・習字作品展



マイナンバー
社会保障・税番号制度❺ マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ12桁の番号のことです。

5555555555555555555555555555555555555555
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市民課 p24-8810

　10月11日㈰に、市民会館で合併10周年記念式典を開催し、
市政発展の功労者156人と１団体を表彰しました。

晴れの受賞おめでとうございます。

市 政 功 労

新井　哲二
大熊　一正
大前　誠治
岡田　健悟
尾崎淳一郎
小野　健一
國方　功夫
佐藤智惠子
高木　康光
橘　　節哉
土岐　道憲
中谷真裕美
長友　安廣
新居　正敏
西堀　敏一
細谷　達則
松浦　正武
三谷　節三
山本　直久
横川　重行
横田　隼人
吉川　恭平

（故）米本　　仁

地方自治功労

秋山　智弘
芥　　賢一
荒木　浜喜
岩崎　正朔
馬瀨　　實
太田　重光
岡田　宣明
奥村　素一
織部　清市

香川　雄藏
新名　義隆
高木　寛治
冨田　重義
中東　義照
馬場　俊夫
松田　政雄
宮武　利夫
山口　勝可
横瀬　　實

教育文化功労

秋澤喜久子
安藤　好春
石井　誠一
岩﨑　　勳
江戸　　健
遠藤　　亮
大岡　眞淳
香川　隆博
金山　達夫
河内　佳子
木下　眞一
木下　正明
久保谷千代子
篠畑　延子
進藤　節子
田所　育雄
中数賀重幸
西川　文雄
橋本　　曻
藤田　東秀
宮本　統一
山崎　正博
山地　惠子

横井　　寛
吉田キミ子

社会福祉功労

大西　孝男
大廣　洋子
岡　　一夫
小田　紘三
亀野　利子
川上　康夫
草薙　信男
小林　　中
篠塚智枝子
平田　　奬
藤本多壽子
宮川　文子
宮武恵美子
宮本喜美代
村上　清子
村上　安子
山地　　猛
山田　妙子
吉村　晴美
和田　秋江

保健衛生功労

池田　和代
大久保理夫
影山　和美
川西　一弘
喜田　正晶
小見山知之
須﨑　正則
高畑　栄子
千代　忠俊

中野　和男
西紋　敏郎
長谷川由紀子
藤本　明子
松浦　皓二
松原　廣子
松本　豊子
松柳　茂代
宮井陽一郎
山田登久晃
山本久美子

伝統産業振興功労

入江　祥光

商工業振興功労

秋山　憲夫
佐久間象三
島川　修治
髙木　敏仁
髙木　正之
滝上　清司
細谷　郁夫
眞鍋　雅彦
森 　 茂

消 防 功 労

井上　健一
今川　　等
牛尾　政輝
太田　國夫
大西　邦夫
岡田　高綱
尾松　春良
香川　　豊

鎌田　　稔
亀井　　登
楠本　高市
立花　守道
田所　和雄
谷口　正志
堂崎　良成
戸﨑　榮治
中北　雅章
新居　英雄
新居　文夫
野島　伸介
橋本　悦雄
藤村　昭之
古竹　義弘
前川　正和
松岡　昭雄
松永　忠実
松永　俊雄
三谷　孝治
森中　恒夫
守屋　安則
山内　茂樹
山地　淳之
山村　春義
横田　忠雪
横山　　仁
横山　正明
吉田　喜一
吉本　一久
和氣　勝廣
丸亀市婦人
防火クラブ

（敬称略、順不同）

「通知カード」「個人カード」に関することや、その他マイ
ナンバー制度に関するお問い合わせにお答えします。

受付時間／平日９：３０～２２：００、土日祝日／９：３０～１７：３０（年末年始の12月29日～1月3日を除く）
英語以外の言語については、平日９：３０～２０：００、土日祝日／９：３０～１７：３０（年末年始の12月29日～1月3日を除く）

WEBで

無料
無料

“丸亀市ご当地婚姻届”ができました

マイナンバー 検索

■英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語
　対応のフリーダイヤル

マイナンバー総合フリーダイヤルが
開設されました

●「通知カード」「個人カード」に関すること

WEBで

q０１２０-０１７８-２７

●マイナンバー制度に関すること

q０１２０-０１７８-２６q０１２０-９５-０１７８

個人番号カード総合サイト 検索

通知カード
　現在、マイナンバー（個人番号）をお知らせする「通
知カード」を、世帯ごとに簡易書留（転送不可）で配達
中です。
　12月中旬になっても届かない場合は、市民課（p35-
7211）へお問い合わせください。
　マイナンバー（個人番号）は、来年１月から職場や市
役所の手続きなどで必要になりますので、「通知カード」
を必ず受け取り、大切に保管してください。また、引っ越
しや結婚などで住所や名前が変わるときには書き換え
をしますので、市役所などの担当窓口で手続きしてくだ
さい。

　市では、これまでの婚姻届に加え、丸亀城や飯野山、丸
亀名産のうちわや骨付鳥、桃、はっさくなどがデザインさ
れ、まちの魅力を感じていただける『丸亀市ご当地婚姻
届』を作成しました。
　結婚し新たな生活が始まる二人を祝福するデザインの中
には、末広がりの“八”にちなんだ、大小さまざまなハート
が８個隠れています。二人でハートを探し、楽しみながら
記入する……。そんな思い出を作ってみませんか。

個人番号カード
　本人確認に利用できる公的身分証明書です。希望する
人は「通知カード」と一緒に送られてくる「個人番号カード
交付申請書」に顔写真を貼って、返信用封筒に入れ郵送
で申請してください。スマートフォンやパソコンでも申請
ができます。
　個人番号カードの交付は来年1月以降となります。カ
ードをお渡しする準備ができたら、順次、交付通知ハガキ
でお知らせしますので、そのハガキを持って市役所にお
越しください。
　また、カードをお渡しするときには暗証番号の入力が
必要ですので、あらかじめ考えておくようお願いします。
　詳しくは「通知カード」に同封されているパンフレットを
ご覧ください。
※顔写真について
　個人番号カード申請に使用する顔写真は、本人確認に
利用するため、修正や加工したものは受け付けできませ
ん。また、カード交付時に顔認証できない場合は、お渡し
できないことがありますのでご注意ください。丸亀市

マイナンバーの通知
〒簡易書留にて

丸亀市ご当地婚姻届は、市民課、綾歌・飯山市民総合
センターの戸籍担当窓口で配布します。



元亀くん
げんき

元亀くん
げんき

対象児 保　育　所　名

0～2歳児 虎岳

0～3歳児 本島

0～5歳児

満1～5歳児

平山、城辰、恵城、ふたば乳児、誠心、
丸亀ひまわり、ふたば西、ひつじケ丘、
ドルカス乳児、しおや

中央、土居、金倉、城南、青ノ山、垂水、
岡田、栗熊、富熊、飯山北第一、飯山南

対象児 認定こども園名

0～5歳児 誠心はらだ

満1～5歳児 飯野

3～5歳児 あやうた

　　入所申し込み期間・場所
✿12月１日㈫～11日㈮
　市役所本館1階南会議室
✿12月３日㈭
　綾歌市民総合センター会議室
✿12月４日㈮
　飯山市民総合センター1階特設会場
★いずれも土・日曜を除く午前９時～午後４時。指
定日に都合の悪い人は、期間中、幼保運営課、各
市民総合センターでも受け付けます。上記期間内
であれば、受付日による優先順位はありません。

　　入所申し込みと同時に支給認定申請が必要です
　子ども・子育て支援新制度では、保育施設利用を
希望する保護者は、保育の必要性の認定を受けるた
めの申請が必要です。保育の必要な事由として、下
記のいずれかに該当する必要があります。申請には、
事由に応じた市指定の証明書などを添付してくださ
い（提出のない場合は、審査することができません）。
また、事由を満たす場合でも、施設の定員に余裕がな
い場合など、入所できないことがあります。
❶常態的就労（就労時間が月64時間以上）
❷妊娠、出産　❸保護者の疾病、障がい
❹親族の介護・看護　❺災害復旧　❻求職活動
❼就学（職業訓練校などの職業訓練を含む）
❽虐待やＤＶ(ドメスティックバイオレンス)のおそ
れがあること

❾育児休業取得時に、すでに保育を利用している子
どもがいて、継続利用が必要であること

10その他、上記に類する状態と市が認める場合

　　支給認定の審査結果
　保育の必要な事由や状況により、次の２区分で、
利用できる時間(保育必要量)を認定します。
✿保育標準時間：保育が必要な範囲内で、1日最大
11時間まで利用可能
✿保育短時間：保育が必要な範囲内で、1日最大
８時間まで利用可能
※具体的な時間帯については、開所時間の範囲内で
各施設にて定めます。各施設で定めた時間を超え
て利用する場合は、延長保育料がかかります。審
査後、支給認定の結果を送付します。４月入所選
考結果については、２月下旬以降、施設からの入
所説明会の案内をもって別途お知らせします。

　　利用者負担額（保育料）
　保育料は、保護者など扶養義務者の市町村民税額
の合算で決定します。保育料の切り替え時期は、毎
年９月です。
✿平成28年４月～８月分
　 平成27年度市町村民税額に基づく保育料
✿平成28年９月～平成29年３月分
　 平成28年度市町村民税額に基づく保育料

平成28年度からの変更点
　彩芽保育園（認可外保育園、三条町）が、認可
保育園になる予定です。保育年齢は０歳～５歳
児です。
　小規模保育事業が２か所開設予定です。どちら
も保育年齢は０歳～２歳児です。
　●桃山保育所（川西町北）
　●ニチイキッズ飯山保育園（飯山町下法軍寺）
　現在の飯野保育所とあやうた幼稚園は認定こど
も園へ移行し、それぞれ「飯野こども園」・
「あやうたこども園」になります。
　中央保育所は、平成28年度に耐震補強工事を予
定しています。工事期間中は、一時的に他の保
育所に通園していただく予定です。

5555555555555555555555555555555555555555
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幼保運営課 p35-8892

健康課 p24-8806

　子育て中「ほんの少しの間でいいから助けてほしい」と思うことはありませんか？ファミサポは、子育ての援助をして
ほしい人と援助をしたい人が会員となって、一時的な子育てを助け合う有償ボランティア組織です。

　平成28年4月から保育所（園）・認定こども園などに入所を希望する乳幼児（2号・3号認定児）を募集します。
これから出産予定や育児休業明けなどで、5月以降の年度途中に入所を希望する乳幼児も同時に受け付けます。
　入所申込書と支給認定申請書は、幼保運営課、各市民総合センター、各保育所（園）にあります。ただし、申し込
みが定員を超えた場合は、１月下旬から２月中旬にかけて選考します。
　詳しくは、幼保運営課にお問い合わせください。

　２人に１人はがんにかかり、３人に１人ががんで
亡くなる時代ですが、がん検診を受診し､がんを
早期発見､適切な治療を行うことで､がんによる
死亡率が減少します。
　早期発見のためがん検診を受けていない人
は､受診しましょう！

　市のがん検診でがんが発見される人が増えています。その
中で、精密検査が必要となる率（要精検率）は、下表が示すとお
り、国が認める値より高く、がん発見率も高くなっています（が
ん発見者の約86％の人が早期発見）。このことから、市のがん
検診が、早期発見につながっていることがわかります。

★集団がん検診の予約は健康課まで
　定員になり次第、締め切ります
★医療機関でのがん検診は、12月末（診療時間内）まで
　市内の指定実施医療機関に、直接申し込んでください。

●市内在住または在勤の20歳以上の人
●心身ともに健康で、原則として自宅で子どもを 
　預かれる人
●ファミサポ開催の「まかせて会員養成講座」を
　受講終了した人

●市内在住または在勤の人
●おおむね生後６か月から小学生までの子ど
　もをお持ちの人

丸亀市ファミリー・サポート･センター

保育施設など（2号・3号認定児）の新年度入所案内がん検診を受けましょう！

登録・年会費無料

おねがい会員

子育ての援助を受けたい人

まかせて会員

子育ての援助を行いたい人

●お問い合わせ●
丸亀市社会福祉協議会

丸亀市ファミリー・サポート・センター
p２２-５７００

仕事の間、まかせて会員に預ける。

丸亀市ファミリー・
サポート･センター
アドバイザー

上の子の入園式の間、ファミサポ
ルームに預ける。

❹活動終了
　料金支払い

❸事前打ち合わせ/活動開始

❷援助の依頼　活動報告
❺活動報告❶援助

の申し込
み

❶援助
の申し込

み

地域で
子育て応援！

ファミサポに
お気軽に

お問い合わせ
ください。

保育施設など

※1号認定児の入園申し込みは、直接、園へ申し込んでください。

受診者の９割が歯肉炎や虫歯などの
疾患があります。
精密検査になった人と
そうでない人の違いって？

　 精密検査になった人
●男性の歯磨き回数が少なく、磨かない日
がある
●高齢になるほど歯磨き回数が減り、不自
由や苦痛を感じている
●歯周病がすすみ、口腔状態が悪化している
　 精密検査にならなかった人
●毎日最低１回は歯を磨く
●高齢になっても口腔状態が良好
※実施期間は平成28年3月31日（診療時
間内)まで!！

歯周疾患健診も忘れずに！

　平成27年度に

30・35・40・45・5
0・

55・60・65・70歳
に

なる人が対象です
！

まだの人は急いで
!!

市　全　体

国が認める値

要精検率

18.5％

1.4％以下

精検受診率

93.5％

70％以上

がん発見率

3.9％

0.05％以上
（平成25年度 市の子宮けいがん検診より）

※

※



職員課 p24-8802

市職員の給与状況 　市役所に勤める職員の給与状況をお知らせします。
　職員の給与は、人事院勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められています。

(注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などが含まれています。

●人件費の状況（一般会計決算）●人件費の状況（一般会計決算）

歳出額A区分

26年度 113,350人 471億6243万円 14.9％70億4420万円

人件費B 人件費率住民基本台帳人口
（平成26年3月31日現在）

B
A（　） 全職種

●職員の初任給の状況

区分

市

国

１７万８８００円

１４万４５００円

１７万２２００円

１４万 １００円

１９万 ３００円

１５万４４００円

１８万４２００円

１４万８５００円

（27.4.1現在）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

初任給
採用2年経過日
給　料　額

（注）内訳の職種は代表的なものであり、全職種ではありません。

●職員の平均給料・給与月額および
　平均年齢の状況 （25.4.1現在）

（注）人事院勧告などにより、今後変更の場合が
　　あります。

●特別職の報酬などの状況

（注）内訳の職種は代表的なものであり、全職種ではありません。

（注）人事院勧告などにより、今後変更する場合があります。

４２．0歳

４2.7歳

４７．6歳

３7万9036円

39万2006円

39万7393円

３２万252１円

３３万3390円

３4万8411円

●職員の平均給料・給与月額および
　平均年齢の状況 （27.4.1現在）

区　分

一般行政職

技能労務職

平均給与月額平均給料月額 平均年齢

全 職 員

（注）人事院勧告などにより、今後変更する場合が
　　あります。

９5万6435円
７5万3525円
６8万 635円
63万 400円

５８万６０００円
５１万２０００円
４５万７０００円

（25.4.1現在）

●級別職員数の状況 （25.4.1現在）（25.4.1現在）■年齢層別職員数の状況

（27.4.1現在）

区　分

給
　
料

報
　
酬

月　額

市　　　長
副　市　長
教　育　長
競艇管理者

議　　　長
副　議　長
議　　　員

期末手当（27年度支給割合）
●特別職の報酬などの状況

6月期…1.475月分
12月期…1.625月分 }3.1月分

6月期…1.45月分
12月期…1.65月分 }3.1月分

●職員の状況
（各年4.1現在）■部門別職員数の状況

区　　分
部　　門

一

般

行

政

部

門

部
　
　
門

特
別
行
政
普通会計　計

合　　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　計
教　　育
消　　防
小　計
 

水　　道
下 水 道
その他事業
小　計

平成26年 平成27年 増　減　数
職　　　員　　　数

7人
130人
34人
220人
91人
0人
30人
14人
49人
575人
130人
117人
247人
822人
33人
14人
67人
114人
936人

7人
136人
35人
226人
90人
0人
29人
16人
49人
588人
131人
118人
249人
837人
32人
14人
69人
115人
952人

0人
6人
1人
6人

 △ 1人
0人

 △ 1人
2人
0人
13人
1人
1人
2人
15人
 △ 1人
 0人
2人
1人
16人

●級別職員数の状況

（注）市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。                    

（27.4.1現在）

区分
8級
7級
6級
5級
4級
3級
2級
1級

職 員 数

計

4人
35人
64人
207人
231人
155人
104人
152人
952人

0.4%
3.7%
6.7%
21.7%
24.3%
16.3%
10.9%
16.0%
100%

構 成 比標準的な業務内容
部　　　長
部長、課長
課長、副課長

副課長、担当長、副主幹
主　　　査
主　　　任
副　主　任
主事、技師

（27.4.1現在）■年齢層別職員数の状況

年齢層 職員数（952人）
56歳～　 　
52歳～55歳
48歳～51歳
44歳～47歳
40歳～43歳
36歳～39歳
32歳～35歳
28歳～31歳
24歳～27歳
20歳～23歳
20歳未満

130人
93人
85人
129人
136人
98人
59人
75人
92人
48人
7人

区分 （注）期末・勤勉手当は、国に
準じて職制上の段階、職
務の級などによる加算
措置をしています。勤勉
手当の支給割合は、標
準のものです。人事院
勧告などにより、今後変
更の場合があります。

（注）平成26年度の退
職手当の1人当た
り平均支給額は、
1,825万円です。
退職手当の支給
割合は、新制度の
ものです。

■期末・勤勉手当（27年度支給割合）

6月期

12月期

計

期末手当 勤勉手当

●職員手当の状況

 0.75月分

 0.75月分

 1.5月分

 1.225月分

 1.375月分

 2.6月分

区分

■退職手当

最高限度額

勤続20年

勤続25年

勤続35年

自己都合 勧奨・定年

49.59月分

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

 49.59月分

20.445月分

29.145月分

41.325月分

収 集 地 区

月・木コース地区

火・金コース地区

本島・広島地区

１２月最終 1月最初

28日㈪
29日㈫
23日㈷

12月29日㈫まで
1月4日㈪から

12月29日㈫のみ

4日㈪
5日㈫
6日㈬

ごみの種類

資源ごみ

可燃･不燃ごみ
※特別持ち込み

午前9時～正午
午後1時～4時

午前9時～正午
午後1時～4時

年末年始 持込時間

ごみ収集・し尿くみ取りの業務案内
年末は12月29日㈫まで、年始は1月4日㈪から

クリーン課
p58-7453
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　市内では、平成26年中に４人が交通事故で亡くなりました。今年に入り、市内の交通事故
死亡者数は、すでに昨年の倍を越えており、非常に厳しい状況です。年末年始は、帰省・初
詣などに伴い、交通量が増加し交通事故の多発が予想されます。
　一人ひとりが交通ルールを守り、確実に安全確認をして、交通事故防止に努めましょう。

　【自転車運転者講習制度】　　　　　　（平成27年6月1日施行）
　危険な運転を繰り返す自転車運転者に講習が義務化されました。これは、
信号無視や安全運転義務違反（傘差し運転やスマホ運転）など、特定の悪質
な「危険行為」を3年以内に2回以上繰り返す自転車運転者に、講習を義務
付けるものです。

★講習の対象となる「危険行為」は、道路交
通法違反で検挙されるなど、処罰の対象に
なったものに限ります。
★危険行為による自転車事故も対象になり
得ます。（14歳未満の子どもは講習の対象外）

※受講命令違反者には、５万円以下の罰金が
科せられます！！

～ 重点項目 ～
●高齢者の交通事故防止 ●飲酒運転等の根絶（悪質・危険な運転の追放） ●交差点及び交差点付近での交通事故
防止 ●後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 ●若者の交通事故防止

　年末年始の交通安全県民運動期
間中、市内の小・中学生が描いたポ
スターの入賞作品を展示します。

年末年始の交通安全県民運動
12月10日～平成28年1月10日

第47回
交通安全ポスター展

期間◆12月10日㈭～
　　　平成28年1月11日㈷
場所◆ゆめタウン丸亀 2階
　　　緑のエスカレーター南側傘差し運転 スマホ運転

丸亀市交通対策協議会
（環境安全課内） p24-8836
丸亀交通安全協会
　　　　　　　 p21-3110

年末年始

※23日㈷･29日㈫は特別収集します。

※分別した家庭ごみを可燃･不燃ごみに分けて指定ごみ袋に入れ
　てください。資源ごみは透明･半透明の袋で持ち込みできます。

12月29日㈫のみ

1月4日㈪から

ごみの種類

可燃･不燃ごみ
粗大ごみ

午後1時～4時

12月28日㈪まで 午後1時～4時

年末年始 持込時間

※分別できていない場合は、持ち帰っていただくこともありま
す。分別のうえ、可燃･不燃ごみは透明･半透明の袋に入れ、
車には可燃･不燃･粗大ごみの順に積み込んでください。
※軽トラックより大きいトラックで持ち込む場合は、搬入許可書が
必要です。クリーン課（p58-7453）にお問い合わせください。

　年内に収集を希望する人は、12月18日㈮までにお申
し込みください。

クリントピア丸亀(土器町北)への持ち込み p56-1144燃えるごみの収集

粗大ごみ収集の受け付け 専用電話p58-7455

　年内にくみ取りを希望する人は、12月18日㈮までに
お申し込みください。

し尿くみ取りの受け付け p58-7453

クリーンセンター丸亀（川西町南）への持ち込み p58-7453

午前9時～11時
午後1時～4時
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　『ジョグとジャズの化学反応』がテーマの「よるジョグ」
を１２月も引き続き開催します。
　ハーフマラソンの練習やお友達とのウオーキングを、
ナイター照明の下で軽快なジャズのＢＧＭとともに楽し
んでみませんか？
日時：１２月５日、１２日、１９日、２６日の毎週土曜日開催

（午後７時～９時）
場所：四国Cスタ丸亀グラウンド内（外周の人工芝部分）
対象：どなたでも（ただし、未就学児、児童及び生徒は保

護者同伴）

　四国Ｃスタ丸亀の快適な屋内練
習場のブルペンで、本格的なキャ
ッチボールをしてみませんか？
　寒い冬の運動不足解消に、ご家
族・友人とのコミュニケーション
にも最適！！

料金：１か所で１時間１００円（市内および定住自立圏域
内在住の人）

129　

漁
港
の
町
、焼
津
の
出
身
。

「
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に
な
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孫
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っ
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で
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思
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出
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す
」
と
良
い
笑
顔
。

　

今
は
、
朝
・
昼
・
夕
の
散
歩

で
、
毎
日
約
１
万
歩
。「
季

節
で
、景
色
が
変
わ
り
、日
々

感
動
が
あ
り
ま
す
」

　

最
後
に
、戦
争
中
は
小
学

生
だ
っ
た
金
原
さ
ん
か
ら

一
言
。「
グ
ラ
マ
ン
に
追
わ

れ
た
り
、惨
劇
を
見
た
り
、

平
和
が
一
番
で
す
」
深
く

う
な
ず
く
私
。（
中
年
明
）

金
原
　
成
美
さん

（
原
田
町
・
79
歳
）

スポーツホームタウン丸亀フェイスブック https://www.facebook.com/MarugameSportsPark
スポーツホームタウン丸亀 ホームタウン推進室 p35-8200
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城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
元

気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
「
豊
か

で
住
み
良
い
、
安
全
安
心
な
六
郷
の

里
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、夏
休
み
を
利
用
し
た「
六

郷
夢
ク
ラ
ブ
」で
は
、サ
イ
エ
ン
ス（
科

学
）
や
ス
ポ
ー
ツ
、快
天
山
古
墳（
綾

歌
町
）
の
歴
史
探
訪
な
ど
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
培
う
場
づ

く
り
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
、
健
康
運
動
指
導

士
、
音
楽
大
学
の
先
生
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
多
彩
な
講
師
を
招

い
て
行
う
「
い
き
い
き
講
座
」
は
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
音
楽
談
義

に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
健
康
体
操
を

し
た
り
、
時
に
は
大
串
半
島
自
然
公

園（
さ
ぬ
き
市
）な
ど
に
郊
外
学
習
に

出
か
け
た
り
と
地
域
の
人
た
ち
の
交

流
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

ふれあい城坤
会長　谷河 孝明さん

できたぞ ピザ！　乾杯！

みんなで歌えば笑顔がいっぱい

いいね！
  コミュニティ

❹

　

飯
山
学
校
群
で
は
、
８
月
３
日
、

飯
山
南
小
学
校
で
学
校
群
内
の
児
童

会
役
員
・
生
徒
会
役
員
・
学
級
委
員

約
60
人
が
参
加
し
、
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
各
学
校
の
実
態
及
び
課
題
発
表

　

各
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
や
最
近
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
交

え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

②
ス
マ
ホ
利
用
宣
言
の
作
成

　

各
校
で
共
通
し
て
問
題
と
な
っ
て

い
る
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
の
利
用
の

仕
方
に
つ

い
て
話
し

合
い
、
各

学
校
ご
と

に
守
る
べ

き
決
ま
り

を
、
ス
マ

ホ
利
用
宣

言
と
し
て

ま
と
め
ま

し
た
。

③
講
演
「
私
の
体
験
」

　

南
小
・
飯
中
で
児
童
会
・
生
徒
会

を
経
験
し
た
大
学
生
の
井
上
香
澄
さ

ん
が
、
い
く
つ
も
の
悩
み
を
ど
う
乗

り
越
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
体
験

談
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

④
参
加
者
の
感
想
・
意
見

●
講
演
を
聞
い
て
、
本
当
の
勉
強
と

は
、
自
分
が
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
と
思
っ
て
か
ら
始
ま
る
ん
だ
と
思

っ
た
。（
地
域
の
人
）

●
ス
マ
ホ
宣
言
を
聞
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
発
想
は
柔
軟
で
セ
ン
ス
が
あ

る
と
感
じ
た
。（
教
員
）

●
三
校
と
も
に
同
じ
よ
う
な
課
題
が

あ
る
ん
だ
な
あ
。
共
通
す
る
課
題
を

こ
れ
か
ら
解
決
し
て
い
っ
た
ら
三
校

と
も
い
い
学
校
に
な
る
と
思
っ
た
。

（
中
学
生
）

目標：進んであいさつ飯山っ子 みんなでつくるさわやか飯山

市職員採用試験のお知らせ

教育委員会 p24-8821熱心に話し合う児童・生徒

ス
マ
ホ
利
用
宣
言
を
す
る
児
童

小
中
一
貫

11 10

飯
山
学
校
群
：
飯
山
中
・
飯
山
北
小
・

飯
山
南
小

職員課 p24-8802

職　　種

土　　木

受付期間第一次
試験日

採用予定
人数

若干名 12月1日㈫～
21日㈪

平成28年
1月17日㈰

（　　　　）大　学　卒
職務経験者

土　　木

（　　　　）短　大　卒
職務経験者

建　　築

（　　　　）大　学　卒
職務経験者

「試験案内」は、市役所案内所、
綾歌・飯山市民総合センター、
ハローワーク丸亀で配布しま
す。受験資格など詳しくは、試
験案内をご確認ください。

「よるジョグ in 四国Ｃスタ」
　　　　　　好評開催中です！！

ブルペンでキャッチボール

ざ
お

に
ぎ



秘書広報課 p24-8801

平和のために語り継ぐ

などを募集します
「戦争体験記」

戦後70周年

　戦後70年の節目の年にあわせ
て、二度と戦争を繰り返さないた
めに、広報丸亀で「戦争体験記」
を募集しました。お寄せいただい
た体験談を掲載した11月号をご
覧になった皆さんから、寄稿や問
い合わせを多くいただいています。
　秘書広報課では、戦争を知らな
い世代に貴重な体験を語り継ぐた
め、引き続き体験記などを募集し
ます。

内　容
　戦争体験や戦争中の生活を伝え
る体験談400字～最大2000字（原
稿用紙１～5枚）・資料など（使用
後返却）

応募方法など
　住所、氏名、年齢、電話番号を
記入して郵送か持参またはＥメー
ルで秘書広報課まで。順次広報丸
亀などで紹介させていただきます。

送付・問い合わせ
〒763-8501大手町二丁目3番1号
秘書広報課 p24-8801
hishokoho-k@city.marugame.lg.jp

2015年12月 ● 広報丸亀 2015年12月 ● 広報丸亀

秘書広報課
p24-8801
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私
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
12

月
）
、
飯
山
町
東
坂
元
（
旧
綾
歌
郡

坂
本
村
）
で
生
ま
れ
、
今
年
80
歳
を

迎
え
ま
す
。
と
き
あ
た
か
も
広
報
丸

亀
８
月
号
で
、
平
和
の
た
め
に
語
り

継
ぐ
「
戦
争
体
験
記
」
募
集
を
目
に

し
、
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
強
い
思
い
か
ら
、
私
の
少

年
時
代
の
体
験
を
記
し
、
戦
争
を
知

ら
な
い
若
い
世
代
の
方
々
に
一
つ
で

も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
平
和
の
大
切

さ
を
共
に
訴
え
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
、
日
本
は
、
日

本
国
憲
法
の
も
と
で
、
国
土
再
建
、

経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の

間
、
戦
争
放
棄
を
旗
印
と
し
た
民
主

平
和
国
家
で
あ
る
こ
と
を
世
界
各
国

か
ら
認
め
ら
れ
今
日
に
い
た
っ
て
い

る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
近
隣
国
間
の
緊

迫
す
る
諸
情
勢
か
ら
、
政
府
は
新
し

く
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
を
国
会

に
提
出
し
、
審
議
、
賛
否
両
論
の
激

論
中
で
あ
る
。
去
る
８
月
30
日
に

は
、
同
法
案
に
反
対
す
る
国
民
運
動

が
全
国
で
起
こ
さ
れ
、
東
京
で
は
国

会
議
事
堂
を
囲
み
、
大
規
模
な
デ
モ

行
進
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
将
来
の

平
和
国
日
本
の
在
り
方
に
国
民
の
関

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
で
あ

る
。

高
松
空
襲
と
避
難
訓
練

　

１
９
４
４
〜
４
５
年
（
昭
和
19
〜

20
年
）
の
終
戦
に
至
る
ま
で
、
東
京

空
襲
を
始
め
次
々
と
大
都
市
が
戦
火

で
焼
失
し
た
。
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
年
）
７
月
４
日
に
は
、
高
松
が
空

襲
を
受
け
、
１
３
５
９
人
が
、
命
を

奪
わ
れ
、
８
万
６
４
０
０
人
が
被
災

し
た
。
そ
の
時
の
記
憶
は
鮮
明
に
残

っ
て
い
る
。

　

飯
野
山
ス
レ
ス
レ
に
西
か
ら
、大
型

爆
撃
機
Ｂ
29
が
１
０
０
機
余
り
、
も

の
凄
い
爆
音
を
残
し
な
が
ら
高
松
に

向
か
っ
た
。
８
０
９
ト
ン
も
の
焼
夷

弾
の
火
の
雨
で
東
の
空
は
真
っ
赤
に

染
ま
り
、
城
山
の
姿
が
浮
き
絵
の
よ

う
だ
っ
た
。
田
植
え
を
終
え
た
水
田

に
は
、
防
信
用
の
鈴
の
長
い
長
い
テ

ー
プ
が
多
く
落
と
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
は
連
日
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
、
艦

載
機
グ
ラ
マ
ン
の
飛
来
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
１
万
メ
ー
ト
ル
上
空
を
Ｂ
29

が
白
い
飛
行
雲
を
残
し
な
が
ら
悠
々

と
飛
び
去
る
状
態
に
唖
然
と
し
て
空

を
見
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
校
庭
に
ツ
ボ

穴
を
掘
っ
て
逃
げ
込
む
訓
練
や
、
校

舎
の
な
か
で
は
、
机
の
下
に
身
を
伏

せ
て
、
両
手
を
両
目
、
両
耳
に
押
し

当
て
身
体
の
防
護
訓
練
に
励
ん
だ
。

校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
は
爆
撃
で
飛
び
散

ら
な
い
よ
う
新
聞
紙
を
細
く
切
り
張

る
な
ど
防
備
し
て
い
た
。

洗
脳
教
育
の
怖
さ

　

世
界
に
は
今
で
も
、言
論
を
封
じ
、

自
由
を
許
さ
な
い
独
裁
国
が
存
在
す

る
。
か
つ
て
日
本
で
も
、
軍
部
主
導

と
な
り
、
自
由
主
義
大
国
と
戦
い
敗

戦
に
至
っ
た
。
戦
中
、
国
民
は
現
在

の
様
に
世
界
の
情
報
を
知
り
得
る
よ

う
な
報
道
や
ネ
ッ
ト
は
無
く
ま
た
許

さ
れ
な
か
っ
た
。

　

私
た
ち
は
米
、
英
国
は
ど
の
様
な

国
で
あ
る
か
、教
わ
る
こ
と
も
無
く
、

た
だ
敵
国
鬼
畜
米
英
と…

…

一
億
一

心（
国
家
の
団
結
）で
必
勝
す
る
こ
と

を
心
に
植
え
付
け
ら
れ
た
。
日
本
は

神
国
、
天
皇
陛
下
は
神
様
と
し
て
崇

め
、「
朕（
天
皇
陛
下
）の
命
令
は
神

の
命
令
」
だ…

…

と
教
育
さ
れ
た
。

軍
隊
で
は
、
上
官
の
命
令
は
「
朕
」

の
命
令
と
し
て
絶
対
服
従
し
、
国
家

統
治
が
は
か
ら
れ
た
。

平
和
は
人
々
の

心
と
力
で
生
ま
れ
る
。

　

戦
争
は
人
々
の
命
を
奪

い
、
敵
対
す
る
国
を
滅
ぼ
す

こ
と
で
何
一
つ
益
す
る
こ
と

は
無
い
。
現
に
地
球
上
の
各

地
で
頻
発
し
て
い
る
争
い

を
、
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
目

に
す
る
が
、
科
学
兵
器
を
駆

使
し
全
て
を
壊
滅
す
る
様
相

は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

70
年
前
、
日
本
は
広
島
、
長
崎
に

原
爆
を
投
下
さ
れ
、
空
襲
に
よ
り
、

東
京
を
は
じ
め
大
都
市
は
殆
ん
ど
焼

失
し
た
。
同
じ
く
高
松
も
戦
火
に
遭

い
多
く
の
人
々
の
命
を
失
い
大
な
る

被
災
を
受
け
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え

継
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
、
日
本
国
民
は
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、
よ
ろ
こ

び
楽
し
み
、
文
化
生
活
を
送
れ
る
幸

せ
、
そ
し
て
、
平
和
の
現
実
に
共
感

を
覚
え
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
は
、

平
和
の
祭
典
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る

が
、
全
世
界
の
国
々
が
参
加
さ
れ
、

平
和
の
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
い
た
い
。

戦
後
70
年
の
節
目
と
し
て
、
恒
久
平

13 12

和
国
家
で
あ
れ
と
不
戦
の
願
い
を
新

た
に
す
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）９
月
記

永
久
平
和
を
願
っ
て

次
世
代
に
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぎ
た
い

私
の
戦
争
体
験
談
❷

戦後70年

大型爆撃機B29

戦
争
は
す
べ
て
を
無
に
す
る
│
原
子
爆
弾
│

生活のすべてが戦争一色

全国の主要都市が焼け野原に

「
戦
争
は
す
べ
て
を
無
に
す
る

　
　
　
　
　
少
年
時
代
の
戦
争
体
験
」

飯
山
町
　
小
林
　
文
雄
さん

し
ょ
う

い

あ
ぜ
ん

あ
が

ち
ん

ほ
と



ま
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こ
ん
に
ち
は

　
　

 

皆
さ
ん

市
長  

梶
　
正 

治

商
店
街
に
復
活
の
兆
し

　

東
京
県
人
会
に
参
加
し
、丸
亀
市
出
身
の
大
勢
の
人
た
ち
と
交
流

し
て
き
ま
し
た
。丸
亀
市
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
お
褒
め
が
多

い
中
で「
商
店
街
が
寂
し
い
」と
い
う
ご
意
見
が
や
は
り
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
の
商
店
街
を
知
る
人
は
、皆
同
じ
感
想
で
し
ょ
う
。し
か
し
、最
近

に
な
っ
て
少
し
ず
つ
商
店
街
復
活
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
る
会
、若
手
市
職
員
チ
ー
ム
、香
川
大
学
の
皆
さ
ん
な

ど
、た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、今
回
、

通
町
商
店
街
の
皆
さ
ん
が
申
請
し
た「
地
域
商
業
自
立
促
進
補
助
事

業
」が
、経
済
産
業
省
で
認
可
さ
れ
、商
店
街
活
性
化
の
調
査
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。市
の
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
の
利
用
も
順
調
で
す
。

　

昔
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
、新
し
い
時
代

に
マ
ッ
チ
す
る
機
能
を
持
っ
た
丸
亀
の
賑
わ
い
拠
点
の
誕
生
す
る
日
が

楽
し
み
で
す
。

　

１
８
６
６
年　

　

こ
の
地
に
葬
ら
れ
た
英
国
海
軍
将
校
の
墓
を
、当
時
お
世
話
に
な

り
、保
護
し
て
く
だ
さ
っ
た
貴
下
及
び
広
島
住
民
の
方
々
の
ご
好
意
ご

親
切
に
対
し
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
８
９
６
年
11
月
29
日

　
　
　
　
　
　

セ
ル
ビ
ア
艦
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｃ
・
Ｓ
Ｌ
・
ジ
ョ
ン

　

こ
れ
は
、幕
末
、イ
ギ
リ
ス
軍
艦
セ
ル
ビ
ア

号
の
船
中
で
亡
く
な
っ
た
士
官
レ
キ
を
、塩
飽

広
島
江
の
浦
の
庄
屋
、岡
七
郎
兵
衛
良
伯
ら

島
の
人
た
ち
が
、手
厚
く
葬
っ
た
の
に
感
激
し

て
、30
年
後
再
び
瀬
戸
内
海
を
訪
れ
た
イ
ギ

リ
ス
海
軍
が
、公
式
に
送
っ
た
感
謝
状
で
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
か
っ

た
時
代
の
美
し
い
人
間
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。広
島
に
あ
る
レ
キ
の
墓
に
は
、今
も
お
花

が
絶
え
ま
せ
ん
。

梶の種

知っとん

似顔絵
城西小6年
三谷 将人さん

垂水ふれあいまつり

ＮＰＯ法人スポーツクラブ飯山
理事長　多田俊夫さん

いすを使った健康体操28
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投
稿

コ
ー
ナ
ー

“今でしょう”
山北町
佐藤　修己さん

ＭＦＣボランティア
グループ

　

８
月
11
日
、
柞
原
町
に
あ
る
児
童

養
護
施
設
・
亀
山
学
園
で
、「
手
打

ち
う
ど
ん
実
演
教
室
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
２
歳
〜

18
歳
の
園
生
た
ち
、
お
よ
そ
30
人
が

明
る
い
笑
顔
と
生
き
生
き
と
し
た
瞳

で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
、

　

粉
か
ら
手
で
捏
ね
、
足
で
踏
み
、

寝
か
せ
る
。
包
丁
で
切
っ
て
、
茹
で

上
げ
る
工
程
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に…
…

。
麺
棒
を
使
っ
て
伸
ば
す
作

業
も
力
の
入
れ
方
、
方
向
を
伝
授
。

　

「
将
来
う
ど
ん
県
人
と
し
て
、
他

県
で
も
披
露
で
き
る
ね
」
と
言
い
な

が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
高
齢
者
で
も
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、
何
か
で
き
な
い
か

と
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
年
に
３

回
程
度
訪
問
し
て
、
古
里
の
「
う
ど

ん
文
化
」
を
教
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

若
い
力
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
た
一

日
で
し
た
。

　
「
亀
山
学
園
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

　うどん作りを体験して
　　　　　　　　　　高校生　Ｒ・Ｉ
　亀山学園でうどん作りを体験しまし
た。―中略― うどんの生地を作るこ
とから始まり、みんなでうどんの玉を
踏み、中・高生が中心となり、生地を
延ばし切りました。延ばす工程では、
厚さを均等に素早く延ばさないといけ
なかったので大変でした。そして、切
る工程では、リズムよく包丁を下ろす
のがすごく難しかったです。

「うどん文化」を子どもたちに

スポーツクラブ飯山 文部科学大臣表彰を受賞

　飯山総合運動公園を拠点に活動するＮＰ
Ｏ法人スポーツクラブ飯山が、地域や職場に
おけるスポーツの健全な普及や発展に貢献
し、地域スポーツの振興に成果をあげた団
体として、文部科学省から平成27年度『生
涯スポーツ優良団体』表彰を受賞しました。
　平成13年の設立以来、スポーツ少年団の
支援や、高齢者が生涯元気で過ごすための
環境作りなどに取り組み、現在の会員数は
約600人。グラウンドゴルフのほか、80
人を越える参加者でにぎわう週５回の健康
体操教室など、様々な活動が行なわれてい
ます。
　理事長の多田俊夫さんは「会員みんなの
活動が認められ、受賞することができまし
た。生涯スポーツ活動の先進地を見学し
て、良いところを取り入れたり新しい競技
を見つけたりしたいです。これからも引き
続き会員を増やし活動の輪を広げていきた
いですね。」と話していました。

運動教室に参加しませんか？
●バランスボール教室
　平成28年１月８日～３月11日

　（全10回）
　毎週金曜午前９時半～11時

●からだコンディショニング教室
　平成28年１月８日～３月11日

　（全10回）
　毎週金曜午後７時15分～８時45分

●ヨガ・ピラティス＆エアロビック教室
　平成28年１月16日～３月19日

　（全10回）
　毎週土曜午後７時15分～８時45分

　場所：飯山総合運動公園体育館
　参加料や申込方法など詳しくは、ス
ポーツクラブ飯山事務局（p９８-６８０
０）にお問い合わせください。

11.1

２年ぶりに開催 丸亀で大相撲巡業
　合併10周年記念事業の一環として行われた、大相撲丸亀場
所。３横綱や地元出身の琴勇輝関を一目見ようと、大勢の観客が
訪れました。

環境美化と親子のふれあい
　城北コミュニティ主催の親子ハゼ釣り大会が、土器川河口で行われました。
環境美化と親子のふれあいを目的に毎年行われているイベントは今年で15
回め。参加者全員で周辺の清掃をした後、親子およそ80人がハゼ釣りを楽しみ
ました。

10.20

シャッターアートin商店街 2015
　商店街のにぎわい作りの一環として、穴吹デザインカレッジの学生ら
が、富屋町商店街の空き店舗のシャッターに、平成のこんぴら街道をイメ
ージしたイラストを描きました。平成29年度まで続くこの「シャッターア
ート事業」で、「歩いて楽しい商店街」を目指します。

綾歌森林公園で森のまつり
　森林公園に親しんでもらおうと、綾歌三山愛好会が都市計画課との協働
事業として開催。綾歌中吹奏楽部の演奏やどんぐりコマ作り、園児らの作品
展示など、様々な催しが行われました。

11.8

ゆ

に
ぎ

こ
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（要予約）

法律相談
受付中！

宮 野 病 院
丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171
http://www.miyano-hp.com

●特別養護老人ホーム　青 の 山 荘
●特別養護老人ホーム　宝 樹 リ ノ
●介護老人保健施設　あおのやま
●養 護 老 人 ホ ー ム　綾　歌　荘
●グ ル ー プ ホ ー ム　あ やうた
●デ イ サ ー ビ ス　く り く ま

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科

関連
施設

募 集

催 し

お 知らせ

■主な施設の業務案内

市役所、本島・広島市民センター
綾歌・飯山市民総合センター

　年末は12月28日㈪まで、年始は1月4日㈪からです。ただし、
出生・死亡・婚姻など戸籍の届け出は、市役所・市民総合センター
の守衛室で受け付けます。  

市役所代表

ひまわりセンター
綾歌保健福祉センター
飯山総合保健福祉センター
市民会館、アイレックス
生涯学習センター、児童館
東小川児童センター
飯山総合学習センター
中央図書館

28日㈪まで

施　設　名 年　末 年　始

1月4日㈪から

綾歌図書館
飯山図書館
市民体育館
飯山総合運動公園
サン・ビレッジ土器川
美術館

エコ丸工房
湯舟道

資料館

28日㈪まで
施　設　名 年　末 年　始

1月5日㈫から
27日㈰まで 1月5日㈫から

24日㈭まで

資料整理のため休館

1月1日㈷から
27日㈰まで 1月4日㈪から

27日㈰まで 1月5日㈫から

1月5日㈫から12月12日㈯から

30日㈬まで 1月2日㈯から28日㈪まで 1月5日㈫から
27日㈰まで 1月5日㈫から

p23-2111

2015年12月 ● 広報丸亀 2015年12月 ● 広報丸亀広告掲載について詳しくは、秘書広報課（p24-8801）または市ホームページでご確認ください。

介護者の元気が大切 
～頭と体のリフレッシュ～
�12月8日㈫午後2時～2時半

yまちの駅 秋寅の館（通町）
h無料
l地域包括支援センター p24-8933

事　故  86件
死　者  2人
負傷者  108人

救 急 出 動  434件
火災の発生  5件

救急・火災件数（10月）交通事故（10月）
人　口 110,555人（＋42）
　男　  53,823人（＋53）
　女　  56,732人（－11）
世帯数　45,152世帯（＋51）

市の動き　11月1日現在（前月比）

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容 
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ
◯綾＝綾歌市民総合センター
◯飯＝飯山市民総合センター
◯コ＝コミュニティセンター

1819

　国際交流クッキング参加者
�12月13日㈰午前10時～午後2時
yひまわりセンター３階
i40人（申込順）
h1000円（材料費）
jエプロン、タッパー、
　筆記用具、ふきん持参
l丸亀ユネスコ協会 p090-1172-2057
　市国際交流協会 p56-1771

　「人と動物との調和のとれた共生
　社会づくりをめざして」講演会
�12月17日㈭午後3時～4時40分
y生涯学習センター4階
i20人（申込順）
g日本警察犬協会公認訓練士を迎え
て、動物と家族や地域の人が、気
持ちよく関われる方法を考える

h無料
k12月15日㈫までに環境安全課
　p24-8836

　東小川児童センターから
●講談社「全国訪問おはなし隊」
�12月5日㈯午後2時半～3時半
u幼児と保護者、小学生
gキャラバンカー見学と読み聞かせ

h無料
●ふれあい交流会
　「地域の皆さんとうどん作り」
　「クリスマス会」
�12月19日㈯午前9時
　半～午後1時
u幼児と保護者、小学生
i50人
h大人200円、子ども（3歳以上）
　100円、3歳未満無料
jエプロン、三角巾、ハンドタオル
持参

k同センター p56-8778

　飯山総合学習センターから
●かがわ文化芸術祭2015
　まるがめ文化芸術祭2015
　親子アート＆てんとう虫作品展
�12月9日㈬～20日㈰
　午前9時～午後5時
　（月曜・祝日休館）
●講談社「全国訪問おはなし隊」
�12月20日㈰①午前10時半～11時
　②午前11時5分～11時35分
g①キャラバンカーで絵本の自由閲覧
　②絵本の読み聞かせ
j①・②の両方に参加した子どもに
はプレゼントあり

l同センター p98-3319

　児童館から
●お菓子の家をつくろう！
 （読み聞かせ&クラフト）
�12月６日㈰午前10時半～11時半
u幼児・小学生
i20人（要申込）
講師＝図書館うさぎさん
j500㎖の空き牛乳パック１個持参
h無料
●そうさく絵本読み聞かせ
�12月10日㈭午前10時半～11時

10分
u幼児親子（申込不要）
gオリジナル絵本の
　読み聞かせ
講師＝平岡譲さん
h無料
●クリスマス会
�12月13日㈰午前10時半～11時半
u幼児・小学生
i60人（要申込）
h無料
jピアニストの田村真穂さん、香川
短期大学の皆さんが出演
●ポンポンの干支マスコット
�12月26日㈯午前9時～午後4時
u幼児・小学生
i15人（申込不要・先着順）
gかわいいおさるのマスコットを作成
h無料
l同館 p23-1091

　2015まるがめ第九演奏会
　プレコンサート
�12月13日㈰午後2時～3時
y本願寺塩屋別院（塩屋町）
gドイツ兵俘虜に関する講演、ＭＣ
　Ｏのミニコンサート、ソリストと
まるがめ第九合唱団による合唱、
ドイツ兵俘虜のパネル展

h無料
j駐車場はありません
l文化観光課 p24-8822

　第3回子どもたちへの音楽会
●ピアノ名曲アルバムと音楽劇
　「くるみ割り人形とねずみの王様」
�12月27日㈰午後2時～3時
y生涯学習センター３階
h前売り：子ども100円、大人300円
　当日券：子ども200円、大人500円
l同センター p23-1091

　介護予防体操（しゃんと体操）
　指導者研修会
�12月16日㈬午後1時半～3時
yひまわりセンター
u市内在住で介護予防の体操指導者
研修会終了後、地域でしゃんと体
操をボランティアで普及してくれ
る人。運動経験は不問

g理学療養士による、ＤＶＤを利用
した体操指導の仕方や注意点など
の説明

k12月15日㈫までに地域包括支援
センター p24-8933

　クリントピア丸亀から
●クラフト講座「かわいい付箋を作ろう！」
�12月12日㈯
　午前10時～11
　時半
u一般・親子可
i10人
h200円
●木工講座「干支の置物を作ろう！」
�12月13日㈰午前9時半～11時半
u一般
i10人
h300円から（大きさによる）
●牛乳パックを使って紙すき体験
「年賀状を作ろう！」
�12月19日㈯午前10時～11時半
u一般・親子向け
i5人（5組）
h3枚まで無料
j牛乳パック2個、
　千代紙、折り紙
　など持参
●ガラスで作る赤ちゃんの足型
�12月20日㈰、27日㈰（要予約）
u足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん
h8000円

lクリントピア丸亀 p56-1144

　市民会館から
●うたごえ喫茶
�12月20日㈰午前10時～正午
i80人（申込順）
h1200円（ドリンク1杯、貸し歌詞
集付き）

●太極拳教室
�12月18日～平成28年2月5日ま
での毎週金曜午前10

　時～11時半（全7回）
i20人（申込順）
h5000円（受講料）
●やさしいヨーガ教室
�12月9日～平成28年1月27日ま
での毎週水曜午前10

　時半～正午（全7回）
i20人（申込順）
h5000円（受講料）
k市民会館 p23-4141

　生活習慣病予防教室
　（歯の話）
�12月10日㈭午前10時～11時半
y飯山総合保健福祉センター２階
g歯科衛生士による歯の話
j歯ブラシをプレゼント
l健康課 p24-8806

　学校給食物資納入業者
　登録申請の受け付け
　平成28年度の学校給食物資納入業
者の登録申請を受け付けます。なお、
今回の登録で28年度・29年度の2
年間有効となります。
対象＝①信用状況、衛生状況、供給能
力などの条件を満たしている業者
②給食で使用できる野菜を相当規

模で作っている農家
受付期間＝平成28年1月4日㈪～20
日㈬（土日、祝日を除く）午前9
時～午後4時

申請書＝給食会または、市ホームペ
ージでダウンロード

l中央学校給食センター内市学校給
食会 p98-1275

　お城の落ち葉を差し上げます
　丸亀城内の清掃などで集めた落ち
葉を配布します。
�平成28年1月末まで
　（なくなり次第終了）
y丸亀城内 亀山公園
　からめて林周辺
k都市計画課 p24-8843

　まるがめ婆娑羅商品券（丸亀市プレ
　ミアム付商品券）と子育て世帯丸亀
　市商品券の利用期間について
　上記商品券の利用期間は、12月31
日㈭まで。期限を過ぎると利用でき
なくなるので、お早めにお使いくだ
さい。
j参加店舗が金融機関で商品券を換
金できるのは、平成28年2月29日
㈪まで。

l丸亀市地域商品券発行事業実行委
員会事務局 p35-9255

　12月は県下一斉の滞納整理強化期間
　休日納税相談を開設します
　平日に来られない人は、この機会
にぜひご利用ください。
�12月20日㈰午前９時～午後4時
y市役所別館１階・税務課
g納税相談（市税全般・介護保険料・
後期高齢者医療保険料）

j市営駐車場を利用してください
l税務課徴収担当 p24-8856

年末年始の業務案内

え と

ふ りょ



※土曜は午後1：30までの診察です
木曜、日、祝祭日は休診です

医療法人社団 秀聡会

月診療時間
午前8：30～12：00
午後2：30～6：00

●
●

火
●
●

水
●
●

木
／
／

金
●
●

土
●
／

丸亀市郡家町234番地
TEL：（0877）28-6110

KOHASHI
こはし内科・耳鼻咽喉科

※

●内科●消化器内科●循環器科●リハビリテーション科
●小児科●アレルギー科

関
連
施
設

三 浦 内 科
み ち こ 小 児 科

丸亀市土器町東七丁目８８６　☎０８７７-２２-７３１１

丸亀市土器町東七丁目８８６　☎０８７７-２２-８８３３

2人部屋の
空室あり

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か
け
る
こ

と
）し
て
く
れ
ず
、納
得
で
き
な
い
。

そ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

h
無
料

l
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
（
p
２

３
︱
５
２
８
１
）

香
川
労
働
局
か
ら

①
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
香
川
県

最
低
賃
金
が
「
時
間
額
７
１
９
円
」

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

②
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
に
、

年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に
活
用
し

よ
う
！

③
無
期
転
換
ル
ー
ル

　

準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
、
就
業
規

則
の
見
直
し
や
規
定
の
準
備

④
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
え
ば
、
事

業
主
は
原
則
と
し
て
労
働
保
険
の
加

入
手
続
き
と
、
労
働
保
険
料
の
納
付

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

l
同
局
（
①
p
０
８
７
︱
８
１
１
︱

８
９
１
９
、
②
・
③
p
０
８
７
︱

８
１
１
︱
８
９
１
８
、
④
p
０
８

７
︱
８
１
１
︱
８
９
１
７
）

高
松
法
務
局
か
ら

●
四
国
一
斉
！
12
時
間
電
話
相
談

�
12
月
４
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号
＝
q
０
１
２
０
︱
４
５
９
︱

７
３
７

相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員

l
同
局
人
権
擁
護
部
（
p
０
８
７
︱

８
１
５
︱
５
３
１
１
）

●
登
記
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

　

高
松
法
務
局
で
は
、
「
登
記
相
談

の
予
約
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

h
無
料
（
30
分
以
内
）

k
同
局
丸
亀
支
局
（
p
２
３
︱
０
２

２
９
）

l
同
局
民
事
行
政
調
査
官
室
（
p
０

　

８
７
︱
８
２
１
︱
６
３
４
２
）

国
有
地
一
般
競
争
入
札

（
第
31
回
期
間
入
札
）

　

四
国
財
務
局
で
は
、
国
有
地
を
一

般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。
個
人

法
人
ど
ち
ら
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

売
払
物
件
＝
塩
屋
町
四
丁
目
３
３
８

番
９

受
付
期
間
＝
12
月
２
日
㈬
〜
11
日
㈮

開
札
日
時
＝
12
月
22
日
㈫
午
前
10
時

開
札
場
所
＝
同
局
別
館
２
階
第
１
会

議
室

j
各
物
件
の
資
料
は
、
窓
口
で
無
料

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://shikoku.m

of.

　

go.jp/

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

l
同
局
管
財
部
統
括
国
有
財
産
管
理
官

（
p
０
８
７
︱
８
３
１
︱
２
１
３
１
）

税
務
職
員
を
装
っ
た「
振
り
込

め
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
署
職
員
を
名
乗
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査
と
称

し
て
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と

す
る
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
還
付
金

受
け
取
り
の
た
め
に
金
融
機
関
な
ど

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、納
税
の
た
め
に

金
融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

そ
の
場
で
答
え
ず
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

l
丸
亀
税
務
署（
p
２
３
︱
２
２
２
１
）

全
国
一
斉
生
活
保
護

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�
12
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

u
生
活
保
護
利
用
者
や
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人

g
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、

電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施

相
談
電
話
＝
q
０
１
２
０
︱
１
５
８
︱

７
９
４
（
相
談
日
の
み
開
設
）

l
県
弁
護
士
会
（
p
０
８
７
︱
８
２

２
︱
３
６
９
３
）

自
動
車
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
人
へ

　

独
立
行
政
法

人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
が

原
因
で
脳
や
脊

髄
、胸
腹
部
臓

器
を
損
傷
し
、

在
宅
介
護
が
必
要
な
人
に
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保

護
者
が
死
亡
し
た
り
、
重
度
の
障
が

い
を
残
し
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家

庭
の
子
ど
も
に
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

l
同
機
構
高
松
主
管
支
所
（
p
０
８

７
︱
８
５
１
︱
６
９
６
３
）

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
か
ら

《
高
等
工
科
学
校
生
》

�
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

y
善
通
寺
市
内
（
予
定
）

u
中
学
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）17
歳

未
満
の
男
子

k
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
同

所
（
p
２
３
︱
６
４
２
０
）

平
成
28
年
度
准
看
護
学
院

�
平
成
28
年
１
月
６
日
㈬
午
前
10
時

（
二
次
試
験
）

y
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

受
付
期
間
＝
11
月
30
日
㈪
〜
12
月
18

日
㈮

l
同
学
院
（
p
２
２
︱
４
８
０
９
）

お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

�
①
12
月
17
日
㈭
午
後
６
時
②
12
月

20
日
㈰
午
後
１
時
半
③
12
月
26
日

㈯
午
後
２
時

y
①
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
②
県
立
丸

亀
病
院
③
三
船
病
院

u
お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族

j
近
隣
の
市
・
町
で
も
開
催

l（
公
社
）県
断
酒
会
仲
多
度
支
部・

中
山
さ
ん（
p
２
８
︱
０
３
８
５
）、

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所（
p
２
４
︱

９
９
６
３
）

家
族
の
た
め
の
ひ
き
こ
も
り

研
修
会

�
12
月
18
日
㈮
午
後
２
時
半
〜
４
時
半

y
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

u
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家
族
な
ど

i
30
人

h
無
料

k
12
月
15
日
㈫
ま
で
に
同
事
務
所（
p

２
４
︱
９
９
６
３
）

県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

�
12
月
19
日
㈯
の
午
後

y
市
民
会
館
（
要
予
約
）

g
一
般
相
談
（
登
記・法
律
相
談
）、

法
テ
ラ
ス
相
談
、
成
年
後
見
相
談

h
30
分
無
料
（
法
テ
ラ
ス
相
談
の
受

付
優
先
）

k
前
日
ま
で
に
同
会
（
p
０
８
７
︱

８
２
１
︱
５
７
０
１
）

丸
亀
市
民
吹
奏
楽
団

「
第
42
回
定
期
演
奏
会
」

�
12
月
20
日
㈰
午
後
２
時
開
演

y
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

g
市
内
の
少
年
少
女
合
唱
団
、
女
声

合
唱
団
と
と
も
に

h
一
般
１
０
０
０
円
、
中
高
生
５
０

０
円
（
市
民
会
館
で
販
売
）

l
同
楽
団
事
務
局
（
p
０
９
０
︱
８

２
８
５
︱
５
３
４
５
）

目
の
見
え
な
い
人・見
え
に
く
い
人

の
生
活
相
談
会

　

日
常
生
活
の
相
談
や
生
活
用
具
の

情
報
提
供
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
な

ど
を
行
い
ま
す
。

�
12
月
１
日
㈫
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

y
市
役
所
本
館
５
階

h
無
料

j
事
前
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
希
望

す
る
生
活
用
具
の
体
験
可

l
相
談
支
援
事
業
所
野
の
花
（
p
９

８
︱
３
９
４
５
）、
県
視
覚
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
p
０
８
７
︱

８
１
２
︱
５
５
６
３
）

四
国
学
院
大
学
か
ら

①
第
39
回
メ
サ
イ
ア
演
奏
会

�
12
月
５
日
㈯
午
後
５
時
半
開
演

h
一
般
２
８
０
０
円
（
前
売
り
２
５

０
０
円
）、
ペ
ア
券
４
５
０
０
円

（
前
売
り
の
み
）

②
ク
リ
ス
マ
ス・イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

�
12
月
25
日
㈮
ま
で

g
同
大
学
の
学
生
が
、
約
４
万
球
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
チ
ャ
ペ
ル
前
を
装
飾　

③
演
劇
コ
ー
ス
卒
業
公
演「
ペ
チ
カ
」

�
12
月
17
日
㈭
〜
19
日
㈯

h
一
般
１
０
０
０
円
（
前
売
り
８
０

０
円
）、
学
生
８
０
０
円（
前
売
り

５
０
０
円
）、
ペ
ア
券
８
０
０
円

（
予
約
の
み
）

l
同
校
（
p
６
２
︱
２
１
１
１
）

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
よ
う

�
木
曜（
月
３
回
）午
前
10
時
半
〜
正
午

y
蓮
池
公
園
内
軽
運
動
室

h
月
額
１
２
０
０
円

k
新
婦
人・津
田
さ
ん（
p
０
９
０
︱

１
４
４
４
︱
１
９
７
１
）

絵
手
紙
を
始
め
ま
せ
ん
か

�
火
曜（
月
２
回
）午

　

前
10
時
〜
正
午

y
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
５
階

h
月
額
１
４
０
０
円

j
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
が
指
導

k
新
婦
人
・
西
岡
さ
ん
（
p
０
９
０

︱
６
８
８
９
︱
１
１
３
７
）

初
日
の
出
を
迎
え
る
会

�
１
月
１
日
㈷
午
前
６
時

y
丸
亀
城
天
守
前
広
場

g
か
わ
ら
け
贈
呈
（
先
着
１
０
０
０

人
）、
く
じ
引
き
な
ど

j
本
島
、
広
島
、
城
東
、
郡
家
、
垂

水
、
飯
野
の
（
公
財
）
市
体
育
協

会
支
部
も
実
施

l
市
体
育
協
会（
p
２
４
︱
６
２
５
１
）

●
同
日
午
前
７
時
か
ら
、
田
村
池
休

憩
所
で
実
施

l
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
p
２
４
︱

０
９
８
１
）

2015年12月 ● 広報丸亀 2015年12月 ● 広報丸亀広告掲載について詳しくは、秘書広報課（p24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（p24-8801）または市ホームページでご確認ください。 2021

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格・対
象　

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他 

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ

は
す



〈お問合せ〉
ヤマハ音楽教室丸亀南センター
TEL0877-28-0011

毎月各１回
毎月各１回

※さくらんぼひろばは入会金はいりません

ド•レ•ミ＆A•B•Cを習うなら・・・今！

■期間：11月～平成 28年３月まで。
■会費：1,500 円（税込）月２回レッスン
◆わくわくミュージック（おんがく）
◆リズムでABC（えいご）

■対象：1歳～2歳児

■特典① ２月末まで入会金半額！
■特典② 早期なら土曜日コースも入会可能

2016年春組 早期入会受付中

各コース体験レッスン受付中
ヤマハ音楽教室・ヤマハ英語教室 １歳児から小学生まで

募集中！

エアコン・エコキュートの施工
※期間 Ｈ27/12/30まで

11：50～12：50
18：50～19：50

料金/1,200円（税別）

楽しく、ムリなく、簡単に、
やさしいテニス教室

毎週日曜日
月曜日

広報持参で「体験無料」
入会後に特典あり!

打ち放しクラス

さらに、体験当日入会者は
入会金（3,240円）無料！ 要予約

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬）

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

図書館 行こう！図書館 行こう！へ

2015年12月 ● 広報丸亀 2015年12月 ● 広報丸亀 2223

●久し振りにひいた風
邪に苦しみつつ、イベン

トの多い秋を満喫♪楽しいぞ～！（しょうち
ゃん）●10㌻四国Ｃスタで「よるジョグ」実
施中。ホームタウン推進室が頑張っていま
す（もり）●裏表紙のインタビュー取材で、
七尾市に行ってみたくなりました。（てん）
●2・3㌻人権対談は「讃岐弁」。12・13㌻
戦争体験談は反響大で募集継続（中年明）

県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校
か
ら

①
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

入
門
）

�
平
成
28
年
１
月
18
日
㈪
〜
21
日
㈭

午
後
６
時
〜
９
時
（
４
日
間
）

y
同
校

u
在
職
者

i
15
人

h
５
１
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

k
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪
ま
で
に
、

同
校
（
p
２
２
︱
２
６
３
３
）

②
消
防
設
備
士
（
乙
種
第
４
類
）
受

験
講
習

�
平
成
28
年
１
月
19
日
㈫
〜
22
日
㈮

午
後
６
時
〜
９
時
（
４
日
間
）

y
同
校

u
在
職
者

i
15
人

h
６
３
７
６
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

k
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪
ま
で
に
、

同
校
（
p
２
２
︱
２
６
３
３
）

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

正
月
の
寄
せ
植
え
実
習

�
12
月
20
日
㈰
午
後
１
時
半
〜
３
時

45
分

y
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所
（
坂
出

市
番
の
州
公
園
５
番
地
）

i
15
人
（
申
込
順
）

g
園
芸
家
・
小
田
健
一
さ
ん
と
寄
せ

植
え
作
り
、
園
芸
相
談
会

h
３
０
０
０
円
（
材
料
費
）

l
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
管

理
事
務
所（
p
４
５
︱
６
８
２
０
）

満
濃
池
森
林
公
園

森
林
の
寺
子
屋
教
室

�
12
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

y
同
園
森
林
学
習
展
示
館

i
25
人
（
申
込
順
）

g
公
園
の
植
物
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
、
生
演
奏
会
あ
り

h
８
０
０
円

k
12
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
に
同
園
管

理
事
務
所（
p
５
７
︱
６
５
２
０
）

お
楽
し
み
講
座
干
支
飾
り

「
申
の
三
番
叟
」

�
12
月
17
日
㈭
午
前
10
時

y
ス
ペ
ー
ス
１
１
４
（
本
町
）

i
15
人

h
６
５
０
円

j
裁
縫
道
具
持
参

k
小
阪
さ
ん
（
p
０
９
０
︱
９
７
７

９
︱
６
７
２
９
）

山
の
ツ
ル
、和
紙
を
使
っ
た

和
紙
あ
か
り
ラ
ン
プ
作
り
体
験

�
毎
月
第
一
金
・
土
・
日
曜
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

y
ス
ペ
ー
ス
１
１
４
（
本
町
）

h
２
５
０
０
円
か
ら（
大
き
さ
に
よ
る
）

l
阪
本
さ
ん
（
p
０
９
０
︱
１
０
０

６
︱
８
５
０
５
）

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ

�
12
月
３
日
㈭
、
10
日
㈭
、
17
日
㈭
、

24
日
㈭
午
後
４
時
半
〜
６
時
45
分

y
市
民
体
育
館

u
幼
児
、
小
学
生

i
30
人

g
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど

h
一
回
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

l
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
き
が
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

田
中
さ
ん
（
p
０
９
０
︱
７
７
８

３
︱
１
４
４
８
）

香
川
県
海
岸
保
全
基
本
計
画
変
更

（
素
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

県
で
は
、
海
岸
法
の
改
正
や
、
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
津
波
や
地

震
対
策
の
た
め
作
成
し
た
、
同
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
12
月
14
日
㈪

ま
で
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.kagaw

a.lg.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
県
港
湾
課（
p
０
８
７
︱
８
３
２
︱

３
５
５
３
）　

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

受
け
付
け
＝
平
成
28
年
３
月
20
日
㈰

ま
で

l
同
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー
（
p

０
８
７
︱
８
３
７
︱
９
８
７
７
）

「
他
人
と
ふ
れ
あ
う
地
域

生
活
」講
演
会

�
12
月
６
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

y
ま
ん
の
う
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
（
ま
ん
の
う
町
）

h
５
０
０
円

l
他
人
と
ふ
れ
あ
う
地
域
生
活
を
考

え
る
会
（
p
０
８
７
９
︱
４
３
︱

１
３
６
７
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
香
川
委
託
訓
練

「
シ
ョ
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科
」

�
平
成
28
年
２
月
２
日
㈫
〜
７
月
29

日
㈮

y
穴
吹
学
園
（
高
松
市
）

u
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
者　

i
20
人

g
販
売
士
３
級
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、

色
彩
、
手
話
・
点
字
な
ど

h
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

k
12
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮
に
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
（
p
０
８
７
︱
８
６

７
︱
６
１
６
５
）

香
川
短
期
大
学
か
ら

①
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
に
挑
戦
し
よ
う

�
12
月
13
日
㈰
午
前
９
時
半
〜
午
後

０
時
半

y
同
校
（
宇
多
津
町
）

i
50
人

h
１
０
０
０
円
（
材
料
費
な
ど
）

j
エ
プ
ロ
ン
、
タ
ッ
パ
ー
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
持
参

k
12
月
７
日
㈪
ま
で
に
同
校
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー（
p
４
９
︱
５
５
０
０
）

②
社
会
人
学
校
見
学
会

�
12
月
12
日
㈯
、
平
成
28
年
１
月
16

日
㈯
午
前
10
時
半

u
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
に
関

心
の
あ
る
社
会
人

g
社
会
人
優
遇
制
度
説
明
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
、
個
別
相
談
な
ど

k
同
校
（
p
４
９
︱
８
７
０
２
）

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　

あ
な
た
の
知
識
・
技
能
・
経
験
を

生
か
し
ま
せ
ん
か
。

説
明
会
＝
12
月
18
日
㈮
、
平
成
28
年

１
月
８
日
㈮
、
20
日
㈬
午
前
10
時

y
同
セ
ン
タ
ー
（
塩
屋
町
）

u
60
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
健
康
な
人

l
同
セ
ン
タ
ー（
p
２
３
︱
６
２
１
５
）

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
月
＝
12
月
、平
成
28
年
３
月（
各

月
１
日
〜
10
日
頃
募
集
）

入
居
資
格
＝
①
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
③
収
入
が

所
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い
る
④

県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
⑤
暴
力

団
員
で
な
い

l
県
住
宅
課
分
室
・
香
川
県
建
築
設

計
協
同
組
合
（
p
０
８
７
︱
８
３

２
︱
３
５
８
７
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
体
験
会

�
①
12
月
27
日
㈰
②
平
成
28
年
１
月

24
日
㈰
午
前
９
時
〜
11
時

y
土
器
川
生
物
公
園

u
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

介
護
予
防
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

興
味
が
あ
る
人

i
各
30
人

h
２
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

k
①
12
月
22
日
㈫
、
②
１
月
20
日
㈬

ま
で
に
、
テ
ル
ベ
ま
る
が
め
・
廣

岡
さ
ん
（
p
９
８
︱
０
３
３
８
）

M

●おはなし会
綾歌＝12月12日㈯ 午前10時半
飯山＝12月12日㈯ 午後2時
●ブックバンク（本の交換会）
飯山＝12月13日㈰、27日㈰
　　　午前9時半～午後2時
綾歌＝12月20日㈰
　　　午前9時半～午後2時
中央＝12月20日㈰
　　　午前10時～午後2時
●ブックスタート
　（3か月児健康診査時）
ひまわりセンター＝
　　　12月15日㈫、22日㈫
飯山総合保健福祉センター＝
　　　12月18日㈮
●市内小中学校読書感想文等
　入選作品展
日時＝12月6日㈰まで

場所＝飯山図書館
●郷土の歴史講座
　「明治の讃岐唱歌から
　　　　　　みえる丸亀」
日時＝12月5日㈯ 午後1時半
場所＝中央図書館
対象＝中学生以上
講師＝宮本義行さん
●講談社全国訪問おはなし隊
日時＝12月20日㈰
　　　午前10時半～11時35分
場所＝飯山総合学習センター
●人権啓発ビデオ映画会
日時＝12月12日㈯ 午後1時半
場所＝中央図書館
●サンタといっしょにあそぼう
日時＝12月19日㈯ 午後1時半
場所＝中央図書館
対象＝幼児・小学生
定員＝100人（整理券配布）

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（p24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（p24-8801）または市ホームページでご確認ください。

『鏡の世界～石の肉体～』
コルネーリア・フンケ（著）／（WAVE出版）

　暗黒の物語に彩られた世界、妖精の呪いで石の肉を植えつけられてしまう、
鏡の世界に入り込んでしまった兄弟がいた。兄は弟の呪いを解くため命をかけ
て危険な場所に赴いていく！グリム童話が現実となる世界へ誘う、新しい作風。

『もぐもぐどうぶつえん』
なかのひろみ（文・構成）／（ひさかたチャイルド）

　「えさの時間」をのぞいてみると、動物たちの本来の姿、スタッフた
ちの愛情と努力がわかる！動物園での動物たちの食事の様子や内容
を写真で紹介。ながめるうちに、社会への関心が生まれてくる一冊。

『どんどんめくってはっけん！地球のふしぎ』
エミリー・ボーン（文）／（学研教育出版）
　川はどこから流れてくるの？ 海の中にはどんな生きもの
がいるの？地球の中はどうなっているの？しかけをめくると
地球のことがよくわかる、遊んで学べる科学絵本。

●中央図書館（p22-3746）
　14日、23日、29日～平成28年1月4日

●綾歌図書館（p86-5915）
　7日、14日、23日、29日～平成28年1月4日

●飯山図書館（p98-2666）
　7日、21日、23日、29日～平成28年１月4日12月の休館日

え

さ
ん
ば
そ
う

と
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広
報
丸
亀

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　僕の小さい頃から親し
みのある丸亀城。この風
景はこの道を通る時、車
窓から見えるものです。
橋の欄干が、うちわのデ
ザインになっていて面白
いと思いました。また、灯
籠は干支のデザインにな
っていて興味深いです。
丸亀の風景や特産物をこ
れからも大切にしていこ
うと思います。

しま
スポ
　ついてはいけないという言い伝えが残
る「無限の鐘」。鐘をついた人は、巨万の富
を得て栄華を極めることができるが、後に
没落するといわれています。里浦港から
徒歩で約5分の極楽寺にあるこの鐘は、
市の指定文化財に選定されています。

無限の鐘（牛島）

24

都 市 の 間 で 深 ま る 交 流

　昭和49年の調印以降、様々な交流を行ってきた親善都市の七
尾市。その七尾市との人事交流により、4月から文化観光課で
勤務している七尾市職員の小野弘貴さんに話を聞きました。
　小野さんは入庁5年目。七尾市では税務課や保険課を経験
し、丸亀市に来ることに。自転車で飯山・綾歌を周るなど、
元気で明るく、さわやかな印象。
　「観光の仕事は初めてで、最初は不安や戸惑いがありまし
たが、日々の業務で新しい発見や学ぶことが多いです。イベ
ントなどでは、表舞台だけでなく裏方の仕事にもおもしろさ
を感じながら、有意義な時間を過ごしています」と小野さん。
　現在実施中のイベント、合併10周年記念事業「まるがめお
やこ宝探し 京極くんからの挑戦状」を中心となり担当し、やりがい
を感じているそうです。問題の出題場所を探し、スマートフォンのア
プリでキーワードを集めて応募すれば、抽選で賞品が当たるこのイベ
ントの企画では、丸亀には名所が多くあると実感するとともに、チェ
ックポイント選びに苦労したそうです。
　夏場には、骨付鳥巡りをしながらビールを飲んだりと、馴染んでき
た丸亀。人事交流のトップバッターとして、今後も交流が続いてほし
いことや、七尾に帰ってからも、丸亀で学んだことを活かしていきた
いと話してくれました。

石川県七尾市

秋 田 県 由 利 本 荘 市

「歴史友好の丘 記念植樹」 参加の皆さんで記念写真

　10月15日㈭、城下町丸亀の基礎を築いた生駒家が移封された地であり、
友好都市の由利本荘市で、「歴史友好の丘　記念植樹事業」が行われまし
た。矢島歴史まちなみをまもる会、矢島観光協会、矢島小学校の児童や矢
島中学校の生徒ら約70人が参加し、丸亀市の花「さつき」30本などが矢島
藩陣屋跡地に植えられ、さらに交流が深まりました。

スマホで
チャレンジ！
詳しくは、ホーム
ページをチェック

い

な じ


